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(題字 は初代学長 山田守英氏)
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藩讐華蒲騨鰯毒藩1糠
いつ の頃 か らか、 臨床 講 義室(第 一、 第二)の 人

り口付近 に長 イス とテー ブルが 並 び、講義 中で ある

はず なの に常 に数人 、い や10数 人 の学生 が たむ ろ し、

タバ コを吹 か しなが ら大声 で話 し、将棋 、碁 に熱 中

し、 あげ くは飲 み物 を どこか らか運 ばせ て い る。

渡 り廊 下 は学 内関係 者 だけ で はな く、外部 の いろ

い ろな人 々が通 る。彼 等 には 否応 な くこの 見苦 しい

光 景 が 目に∫ る。何 と思 って い るこ とか、 案内 す る

こ ちらがハ ラハ ラ し、恥 ずか し く腹 立 た しい。

講義 に は、い ろ いろ な分 野 を専 門 とす る方 々に非

常 勤講 師 として教育 に参 画 して いた だいて い る。講

義 中 の 「長 イス族」 の大 声、 出席 カー ドへ の群 が り、

そ して露骨 なエ スケー プ。 「最近 の学 生 は変 わ り ま

したね一」 と、非常 勤講 師 は皮 肉 を込 め て嘆 く。

講義 を担 当す る教 師 は、 学生 に とって魅力 あ る講

義 内容 に努 め る必 要 はあ る。学 生 も また教 師 に対 す

るエ チケ ッ トと教 室 での マナ ーの常識 が あれ ば、上

記の ご と き1長 イス族」 の出現 もない はず で ある。

世が 世な れば 「長 イス族」 は、縄 で く くって学 内引

きず り回 しの上 、百 叩 き、打 ち首 、 さ らし首 の刑 に

処 す る とこ ろであ る。

とにか く何 とか しな けれ ばな らない。 世の 中、常

に そ うで あ るが 、 ご く一 部の外 れ者の ため に全体 の

悪印 象 につ なが って し まう。

どうあ るべ きか 、各学 年 ご担 当 の3教 授 にご意 見

をいた だ くこ とと した。

(歯科 口腔 外 科学講 座 教授)

　

青 春 は人生 の花 の時期 、や る ことが多 く気 も散 り、

時 は ・瞬 の うち に過 ぎ去 る。講 義 な どゆっ く り聞 い

て い る暇 はない とい う体 験 は私 に も着 い時 には あ り

ます。

しか し、私 語 は平気 で す る。 途 中か ら堂 々 と出て

ゆ く(出 席 カー ド提 出後)、 この 中 には結構 女子学

生 もお ります 。 い ちば ん前 に座 って熱心 に教 科書 を

読 んでい る と思 っ た ら、他 の教 科 のそ れで あ った と

い う有 り様。 最 近少 々 目に余 り ます。

もっ と も、 こ ち ら側の 講義 白体 が平凡 で教 科書 を

少 々あ さる と書 い てあ る ような内容 故 か と も思 い、

少 々研 究 の最 前線 の話 をす る と もうす ぐ、居 眠 りが

始 まり ます。 これ は国試 に関係 す るとい えば カ ッ ト

目を剥 き、聞 き耳 をた て ます 。

まるで 専修学 校 の生徒 の よ うな気 が しない で もあ

りませ ん。医 学 は人の健 康 を担 う実学 で完 全 な職業

教 育で あ るこ とは よ くわ かって い ますが 、や は り大

学 生 を対 象 とした教育 で ある以 上 、学 生 さん には も

っ と知 的好 奇心 を持 って も らい たい と思 い ます。

生命 とは霊 妙不 可思議 な もの、 知れば知 るほ ど実

に良 く造化 の神様 が お造 りに な った もの です 。 これ

をQucstionandanswer方 式 の勉強 のみ で片 づ ける

こ とのない よ うに。 た まには何 か一 つの教 科 くらい 、

講 義 の レベ ル を越 えた勉強 を してみ て も良 いで はあ

りません か。

若 さの特 権 とで もい った ら良 いの か、何 か わか ら

な くて も何 か に打 ち込 ん だ とい うの は後 に益 にな る

こ とがあ ります 。

皆 さん は まだ若 く、講義 内容 と実 際 とを比較 して

判 断 す る とい う機会 は まだ ないか らわ か らないか も

しれ ませ んが 、明解 で学 生 さん に非 常 に人気 のあ る

講義 が実 は実地 で は全然役 にた たなか った とか 、 ま

た その逆 もあ ります。

またあ る自説で 、全 て を律 してその 時は やや鼻持

ちな らない気 が したの です が、今 に なって みれ ばあ

の位 強烈 にや らなけ れば駄 目な のか もと考 え させ ら

れ ます。 諸君 、 と もか く短 い学 生時代 、少 々我慢 し

て受 講 すべ し、 これ も人生修 行 の一環 です 。

教 育 とは所 詮 、人 と場 所 と時代 に よって最大 の効

果 が あが るので し ょう。松 下村 塾 しか り、 クラー ク

さん の札 幌農 学校 しか り、あの 短い時 間 で とい うの

が 、所詮 教 師の見 果 てぬ夢 か も知れ ませ ん。

(衛生学 講座 教授)
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ゾウに関す る実験 とい う もの があ る。被験 者 は ゾ

ウにつ いて鼻 は何 本 ですか か ら始 ま り、足 の爪 は何

本あ るか まで きかれ る。 この時 、問 われ てい る もの

のサ イズが 大 きいほ ど答 えは 早 く、小 さ く局所 的 に

な るほ ど答 えは遅 くなるUこ れ は ヒ トが頭 の 中で ゾ

ウの イ メージ を浮かべ 、問 いに応 じてズ ーム ア ップ

す る作業 を行 な って いるた めで あ る。 この過程 で時

間が かか る。

事物 を思 い うかべ る とい うこ とは 、 この よ うに 内

的 イ メー ジの存在 を前提 と して い る。 い いか え ると、

その物 に対 する イメ ー ジが なけ れば 答 えは決 して 出

て こない。

医学教 育 の 目標 は最 終的 に人体 ない し疾患 概 念 に

つい て、 その時点 で の基準 を学 生 に伝 達す る こ とに

あ る。 どの よ うな形 であれ受 け 手の学 生 は ゾウ に相

当す る もの をinputし ていか な ければ な らな い し、

教 える側 は うま くは め こんでい か な くて はな らない。

しか しなが ら事 はそ う簡 単に は運ば ない。 臨床 実習

が始 まる と、彼 らは自分 たちの 知識 、 イ メー ジが い

か に少な いか、 また あい まい な もの であ るか に驚 く

はず であ る。何 しろ教 え てい る こっ ちが驚 く。

教育 に あた って、講 義が教 科 書 よ りす ぐれ てい る

点 はおそ らく1つ しかない 。そ れ は講 義 とい うもの

は決 して教科 書 を読 む よ うに は語 られ ない とい うこ

,澱 閥 帰 爬囎 翻

」

,・ ・ 』 』・1'楢

琳1、㍑ 掛「』・一 獣i・・輔.

とで ある。意 識す る しない にか かわ らず講義 にお い

ては話 し予の イメ ージ に従 って ある程 度デ フ ォル メ

され た描 像 が学生 に伝 え られ る。 これ は同時 に欠点

に もなっ てい るが、伝 達 の手段 として中立 的 な教 科

書 よ りは、は るか にvividな ものが伝 え られ るはず

で あ る。 よ く文章 は話す ように書 け と言わ れ るが 、

話 し言 葉 は決 して書 き言葉 の よ うに は語 られ ない の

で あ る。

医学 は現時 点 で科学 とい うに はあ ま りに ももろ い

基 盤の 上 に立 って いる。教 える側 は良心 的 であ ろ う

とす ればす るほ ど断定 を避 け 、あ い まい にな ら ざる

を得 ない とい う側 面 があ る。学 生 が思 って い る以F.

に講義 をす る側 は 自分 の して い る ことに不安 を感 じ

てい る もの であ っ て、学生 の顔 を見 なが ら、 この言

い 方で いい のか な?と 反応 を見 てい る部 分 があ る。

途 中で 出 入 りす る 人間 は、そ の過程 で大 切 な教 官 と

学 生 との緊張 関係 を壊 してい る とい う ことは認識 す

べ きだろ う。

旭川 医 大の学生 は真 面 目 さが 「売 り」 で あ った は

ず で ある。 それ を くず して困 るの は君 た ち白身 の は

ず で ある。 であ る か ら して少 し考 えて もらい たい。

この ままで は非常 に まず い ん じゃない の?

(皮膚科 学 講座 教授)

鱒麟 鵜瞳一一騙 齢"
難 問が提起 された。 私 に とって は この種 の 問題 は

どんな大手術 よ り苫手 に思 える。 ま ともに取 合 えば

大学教 育 のあ り方 とい う深 み には ま り込 んで もが き

苦 しむ こ とに なるだ ろ う し、逆 に軽 く前 で捌 こ う と

す る と、別 に大 した 問題 でな さそ うに思 えて きて 問

題提起 者 の熱意 に背 くこ とに な る、,しか し、私 には

ど うも後者 の方 が性 にnっ てい る な、 など、 あれ こ

れ考 えて いる うち に もう40年(,r:確 には37～41年)

も前 にな る自分 の学生 時代 を想 い出 していた。

そ うい えば、 基礎 医 学 を教 わ った 講堂 も臨床 講堂

も階段教 室 であ った が、山 人口 はす べ て前方 のみ で

教壇 の真横左 右 にあ った。 遅刻 す る と何 とな く入 り

悪 い。 ま して講 義中途 で出 てゆ くには当然 断 わ りが

必要 と思 われ、 余程 の緊急 事態 で も生 じない 限 り出

て行 きず らい。

講義 が始 って か らの出 入 りを嫌い 、出 人口 の扉 に

鍵 をかけ る教授 もお られ たが、概 ね教 える側 はそ の

よ うな こ とに無 関心 に見 え、学 生 は静 かであ った。

た だ し、熱心 に ノー トをとる者 、夢境 に さま よう者 、

他 の科 日の勉 強 をす る者 、果て は何故 か決 まって文

学書 を持 込 み読 み耽 る者 な ど中 味 は様 々で、 その生

麟難厩灘灘魏灘
態 は い まとそ う変 りなか った よ うに思 う。

わが 旭川 医大 の臨床 講義 棟 をみ る と き、 先ず 講義

室 出入[の 配置 が 目につ く。前 後 両面 に出 人llが 設

け られ、 しか も後 方 のそ れ は出人 り自由 なホ ール か

劇 場 な ように広 い。 お まけ にロ ビー まで付 いて い る。

この よ うな設 計 は機 能性 や経 済性 が 重視 され たため

で あ ろ うが 、予 防医学 的見 地 か らの配慮 が 欠け て い

た と思 わ ざる をえ ない。 この構 造 で は学 生 に対 し、

講 義 に厭 い た ら白 由に外 でお休 み 下 さい と促 して い

る よ うな もので 、H障 りな一 部 の外 れ 者だ けで 済 ん

で い るのが 不思議 な位 で あ るn

旭川 医大 出身者 の評判 は全 国津 々浦 々私 の知 る限

り、す こぶ る よろ しい。 よ く勉 強 す る、 よ く働 く、

素直 で従順 、穏和 で協調性 が あ る、患 者 に優 しい 、 ・

な どな ど。 これ らは医師 と して極 め て望 ましい特 性

で あ る。 ただ、 み てい て余 りに もよい子 が揃 い過 ぎ

てい る。他 流 に伍 して激 しい 競争 に耐 え られ るの か

ど うか、 む しろ心 配 に なる程 で あ る。 本学学 生 に は

もっ と多様性 を求 めて よいの で はない か。

(外科 学 第1講 座 教授)
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聡 灘鵬灘 矧欄:遡 孟:翻
去 る3月25目 ㈱ に本 学 を卒 業 した115名 の勤 務

(連絡)先 は次 の とお りで す。

また、3月 に行 われ た第87回 医師 国家試験 に は本

学 卒 業生127名 が受験 し、116名(平 成4年 度 卒業生

106名)が 合格 しま した。(学 生 課)
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旭 川U科 大学(第 三 内科)

旭川医科人学(麻 酔科蘇4r科)

弘 前 人学(第 一 内科)

旭 川医 科大 学(皮 膚 科)

旭 川医 科 大学(皮 膚 科)

旭 川医科 大学(小 児 科)

札幌 中央病 院

旭 川医科 大学(眼 科)

旭川 医科 大学(第 三 内科)

旭川 医 科 大学(眼 科)

北海 道 大学(皮 膚科)

旭川 医科 人学(眼 科)

旭川 医科 大学(第 二 内 科)

旭川 医科 大学(眼 科)

札幌医科大学(救 急集中治療部)

旭医 大大学 院(産 婦 人科)

東都府立医科大学(耳 鼻科)

旭川医科大学(耳 鼻咽喉科)

北 海道 大学(第 一二内 科)

旭 川医 科大 学(第 一 外科)

旭 川医 科大 学(第{内 科)

旭川医科大学(脳 神経外科)

磐城 共 、ンニ病 院 「岩手 県」

旭 川医科 大学(第 一 内科)

京都 大学(脳 神経外 科)

鳥取f(第=内 科)

旭川医科大学(脳 神経外科)

札幌医科大学(救 急集中治療部)

旭川 医科 大学(眼 科)

旭川 医科 人学(整 形 外 科)

北 大人学 院(第 二病 理)

札 幌医 科 大学(第 二内 科)

北 海道 大学(麻 酔科)

札 幌医 科 大学(眼 科)

1ヒ7毎道 大学(小 児科)

旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

旭医大大学院(精 神科神経科)

旭 川医 科 大学(泌 尿 器孝=衿

旭 川医 科 人学(第 一 内科)

北 海;u.k学(整 形 外 科)

旭医 大 大学 院(第 ・内科)

北 海道 大学(整 形 外科)

旭 川医 科大学(第 ヨ勾科)

旭 川医 科大学(第{内 科)

慶懸 義塾 大学(内 科)

自治 医 科大学(内 科)

北海 道 大学(第 一 内科)
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旭川医 科大 学(第 ・内 科)

北 海道 大学(第 二 内科)

旭 川医 科大 学(放 射 線 科)

旭川医科大学(脳 神経外科)

旭川医科大学(脳 神経外科)

恵祐 会札 幌病 院

旭川医科大学(精 神科神経科)

東京 大学(精 神科)

旭川 医科 大学(小 児 科)

旭川 医科 大学(眼 科)

旭川 医科 大学(第 一 内科)

目本 医科 人学(放 射線 科)

旭川医 科 大学(整 形外 科)

旭医 大人学 院(第 二外 科)

旭川医 科大 学(第=外 科)

旭医大 大学 院(第 一内 科)

旭川医 科大 学(皮 膚科)

北 海道 大学(第 二 外科)

北 海道 大学(循 環 器内 科)

旭 川医 科大学(眼 科)

旭 医 大 大学 院(第 二外 科)

淀川キリスト教病院 「大阪府1

旭 川医 科人学(産 婦 人 科)

旭医大大学院(麻 酔科蘇生科)

勤医 協 一条病 院 「旭川 市,

旭川医科大学(脳 神経外科)

飯塚 病 院 「福 岡県」

岩 予県立胆 沢病 院

自治 医科 大学(脳 外科)

旭川 医科大 学(第 三 内科)

旭川 医科大 学(第 一 内科)

北海道 大学(整 形 外科)

旭川医科大学(脳 神経外科)

旭 川医 科 大学(小 児科)

旭 川医 科 大学(皮 膚科)

旭 医大 大学 院(第 二内 科)

川久保 病院 「岩 予県1

札 幌医 科大学(麻 酔科)

自治医 科大学(外 科)

札 幌医 科大学(第 四内 科)

札 幌医科 大学(第 四内科)

旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

北 海道大 学(脳 神経 外科)

旭 医大大 学院(第=内 科)

札幌 医科 大学(第=内 科)

自治医科 大学

自治 医科大 学(外 科)

旭 川医科大 学(第 ・内科)

旭川医科大学(耳 鼻咽喉科)

旭川医 科大 学(第 一=内科)

札 幌医 科 大学(第 一内科)

旭 川医 科 大学(整 形外 科)

旭 医 大大学 院(産 婦 人科)

旭 川医 科 人学(眼 科)

旭 川医 科大 学(産 婦 人科)

札 幌医 科 大学(産 婦 人科)

旭 川医 科大学(放 射線 科)
大阪 大学(第 一内 科)

旭医大大学院(病 理学第 ・)

北 海道 大学(小 児科)

(5.3.25現 在)
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客 員教 授 秋 山 建 見

本 年6月11口 、 臨 床 薬 理 学

「ツムラ」講 座が 開設 され ま し

た。本講 座 は道 内の3医 科 大学

のなか で最初 に開設 され た寄付

購 座で す。

臨床 薬理 学 とは薬理 学 と臨床 医学 を結 びつ けた学

問 であ り、あ る病態 ドにおい て薬物 の使用 を安 全 か

つ有 効 に行 なう こと を目的 とす る もの です。 す なわ

ち薬 物 の吸 収 ・分 布 ・代 謝 ・排 泄 な ど薬動 力 学 を研

究 す ると ともに 、作 用発現 濃度 と毒性 発現 濃 度の 関

係 、 さらに は薬 物使 用 に際 しての安 全性 、有 効性 、

副作 用 な どを検 討 す る もので すn適 切 で合理 的 な治

療 を行 な うため に も臨床薬 理学 の果た す役割 は非 常

に大 きくなって きてい ます。

本講座 で は特 に漢方 医学 ・東洋 医学 の よい点 を 西

洋医学 の 中に取 り入れ 、漢方 薬 の薬効 を臨床 薬理 学

的 に解 明 してい くことに重点 をお く予 定で す。 各講

座の御 協力 をい ただい て研究 成果 をあげて い きた い

と考 えて い ます ので よろ しくお願 い 中 し上 げ ます。

学 生の教 育 におい て は第五 学 年の後 半に臨床 薬理

学 の基 本 で あ る、科 学 的根 拠 に基 づ い た薬 物 治 療

(モニ タ リング、効 果判定 、副 作用 、効 果の メカニ

ズムな ど)を 講 義す る と ともに、漢 方 を主 体 とす る

東 洋医学 につ いて も紹 介 す る予 定 です。

ここで 簡単 に 自己 紹介 をさせ て いた だ きます と、

私 は新潟 県出 身で本 学 の一期生 と して昭和54年 に卒

業 し第二 内科 に 人局 、 初代 の故 石井 兼央教 授 、 二代

目の牧野 勲教授 の御 指 導 を受 け ま した。 専門は消 化

器病学特 に肝臓 病学 で す。

講座 は機器 セ ンターの4階 に 設置 され ま した。 医

局 と実験 室 の2部 屋 よ りな り、教 室 の入 り口 に清 水

学長先 生が揮 毫 され た立派 な看板 が かか っています。

スタ ッフは安 部助 手 をは じめ と して全部 で6名 で ス

ター トい た しま した。

この新 しく開設 された講座 をギ宰 させ てい ただ き

ます ことを大変 光栄 に存 じ、微 力 なが ら全 力 を尽 く

して この重 責 を全 うする決 意で す。講 座 の開設 にあ

た り大変 多 くの 皆様 にお 世話 にな りま した こ とに衷

心 より感謝 の意 を表 します とと もに、今後 もよ り一層

の御 支援 、御 指導 賜 ります ようお願 い中 し上 げ ます 。

・醐 唱握

憲

鼻

李 万 山

私 は1991年11月 よ り旭 川医 科

大 学麻 酔 ・蘇生 学教 室 に在籍 さ

せて頂 い てい る、 中国江 西 省南

昌市 出 身 の 留 学 生 で す.私 は

1984年 に江 西医 学 院 を卒 業 しま

した。江 西省 は 中国 の東南 部 に位 置 し、占代 か ら美 し

い陶磁 器 と、美味 しい蜜柑 の 産地 と して有 名 な とこ

ろで 、省都南 昌市 は人 口150万 人 の温暖 な都 市で す。

私が 旭 川医 大に留 学す る こ とにな った のは 、1990

年4月 に小 川教授 が訪 中 され た折 、広 州 の中lII医科

大 学 で先生 の講演 を拝聴 したのが きっか けで した。

講 演 のテ ーマ は『日本 におけ る疹痛 治療 の現 状』で 、

そ の内容 は大変 素晴 ら し く、世 界 を リー ドす る 日本

の医療 技術 に大 きな衝撃 を受 け ま した。 中国 で は最

近 よ うや く外 来で のペ イ ン クリニ ックが始 まっ たば

か りで 、麻酔 科医 であ る私 に とっ て、 日本へ の留学

希望 は抑 え きれ ない もの にな って い ま した。 その 後

小 川教授 の ご尽力 によ り留学 が 決 まっ た ときは、 ま

さに夢 の よう な心 地 で した。

さて旭 川医 大 に来 ての印 象 です が、充 実 した医 療

設 備 と先 端的 な医 療技術 は来 日前 の想像 をはる か に

越 えて いて驚 きま した。 また私 の専 門 であ る麻 酔 技

術 の面 で も レベ ルが 高 く、特 に研究 目的で あ るペ イ

ンク リニ ックの分 野 で は、各種神 経 ブ ロ ック療 法 や、

硬 膜外 電気刺 激法 、色 々な刺 激装置 、 レーザー 治療

装 債 、PCAポ ンプ な ど を駆使 し、 各種 難治 性 痙 痛

の治療 に当っ てい ます。これ らの すば ら しい技 術 は、

中国へ の よい おみ やげ にな り啓蒙 に役 立つ もの と確

信 してい ます。 また針 治療 や漢方 薬 な ど中国伝 統医

学 も積極 的 に取 り入れ て治療 されて い るのに は驚 き

ま した。

私 は この1年 半 の間 に多 くの ことを学 び、学 会 に

も4回 参加 させて 頂 き,3回 の 論 文発 表 もさせ て頂

き ま した。 中国 に は 『欲窮 τ・里 目、更上 ・層楼 』 と

い う言葉 が あ ります。これ は遠 くを見極 め るには 、よ

り高い所 か ら見 なけ れば な らない とい う意味 です 。

私 に とって の留学 生活 は まさに この 言葉 の通 りで 、

もっ ともっ と勉強 す る必要 を感 じま したU教 授 の ご

指 導 の ドに、世 界的 レベ ルの麻 酔技 術 とペ イン ク リ

ニ ック技 術 を学 ぶ こ とが で き、本 当 に感謝 してい ま

す 。これか らは残 された期 間 を 大切 に し、で きるだ け

多 く業 績 を残 せ る よ うに努 力 したい と考えてい ます。
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模 擬 店

第19「ii「クく大 祭ljこ6月5[1〔1二i…6Eゴ(目1(7「)1山∫[llニオった

っ て 開 催 さ れ まLた 、

今 年 は ス タ ッ フ 不 足 の た め 、 規 模 の 縮 小 を 余 儀 な

く され まLノ こカミ、 『気 球 遊 覧 」 と い う新Lい 石こ画 も

登場L、 模 擬 店 、 医 学 展 、 利 き酒 大 会 、 サ ー ク ル 企

画 な どが 実 施 さ れ 、 盛 況 の な か 無 事 終 ∫'しまLた,
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大学祭を終えて～傭職の存在～
第19回 医 大 祭 実 行 委 員 会 委 員 長 山 英 仁

ノ
rイ「噛Ci9匹」【iを1自】カ・え7「・ノく'γ:鍔モも、6115il、6

日 に 行 わ れ 、i,k況 の う ち に 幕 を 閉 「:まLた,fil1の

北 海 道 は例 年 に な い 天 候 不 順 が 続 き 、 日照 時 間 は 平

年 の 半分 程 度 で 、 農 作 物 へ の 影響 も懸 念 され て い る

そ うで す,

そ ん な わ け で 、/¥同 企 画 され て い た 気 球 遊 覧 も 、

空 模 様 を 気 にLな が ら の 進/fdー な り まLた.と こ ろ

が 、 前 日 か ら 明 方 まで 降 り続 い て い た 雨 も昼 過 ぎ に

は 、-1H後 に 行 わ れ た 皇 太/一殿 ド ・雅 了・妃 殿 ドの 結

女昏のf髭(わ日芋に1賓≒り糸売い た トト」が 、 パ レ ー ドび)口寺に は 、

お 茶 会

、

止 が っ た様 に(例 え が 長 い な あ)降 り止 ん だ の で す 、,

風 が 若 「あ っ た の で 、徐 々 に 高 度 を ヒげ て い き ま し

た が 、 最 終 的 に は 目 的 の 高 度 に 達 す る こ とが で き 、

旭 川 を ヒ空 か ら見 渡 せ る こ と が で き ま したrl気 球 に

は 、 ほ と ん ど 乗 る 機 会 は あ り ませ ん か ら 、 こ の コ ー

ナ ー は 大盛 況 で 、 長 い 行 列 が で き た 程 で す.,

丁府駈 と い う の は 、 神 の 視 点 で す 、 人 々 か 空 へ 憧 れ

る の も、 神 の 視 点 をTに 入れ た い か ら だ とlii,c.います1,

上 空 へ 舞 い トが り 、 ドを 見 下 ろ す と 、 入 々 は小 さ く、

校 舎 も手 に取 れ る 程 と な り、 人 生 を す べ て 理 解 で き

る 大 き さへ と移 行Lて い き ま弓,LかL人 人 に な る

に 連 れ 、 空 へ の 怖 れ が 薄 れ て い くの は 、 そ の よ う な

視 点 が 存:在 し な い の だ と い う こyを 知 っ た か ら だ と

思 い ます

と こ ろ で 、 こ の よ う な企 画 が あ ・.・た 今 回 の 大 学 祭

でLた が 、 人 員 不 足 に よ る 規 模 の 縮 小 に つ い て は 、

如 何 と も しか た い もの が あ り まLた.、 来 年 は 是 非 、

前 夜 祭 を復 活 させ て 欲 しい と思 い ま す1,し か し)i

で 、 医 学 展 に つ い て は 例 年 よ り充 実Lて い た よ うで 、

大 学 祭 の 存 在 を ξ え る 上 で は 良 い 機 会 を得 られ た の

か も しれ ませ ん.ll月5日 に は 開 学20周 年 を迎 えて 、

来 イ1㍗で メ('ツ:祭も

覇瀞緬it.
.20岡 目 と な りま

,晦
馬、 冒弓

1.ニ オしカ・ρ,(7)

気 球 遊 覧

大学 祭 につ い て

iも 口愛力・く 見∵〕:

っ'ぐい き た い と

思 い まづ'、,

最 後 に な り ま

した か 、 今 回 の

大 学 祭 に 御 協 ノ」

い た た き まLた 、

関 係 各 方 面 の 皆

様 に 厚 く御 礼 申

Lヒ げ ます,

.L
U



第40 地

準硬式野球優勝 なる 璽

第40回 北 海道 地区 大学体 育大 会 は、北海 道教 育 大

学がi番 校 とな り、48校 が参加 して7月9Hl金1-i2

日〔月)の4日 間1荊1羅され ま した.、

本学 か らは 男 」7・10種目、 女r・6種 目に参加 して熱

戦 を繰 り広 げ 、準硬式 野球 が第37回 大会に引 き続 き

3r隻目の肇憂月券にXき まLた.、

参 加種 目の成績 は次 の とお りです り

(学生課)

冨

ソフ トテニ ス

川臼位
極目 優 勝 準 優 勝 3位. 旭 医 大

陸1一 競 技

男 学 院 大 .1ヒ ノ、 札教 た

女' 道 女 短 札 教 大 岩教 人

・ヤi硬 式 野 球 旭 医 大 北海学園 学 院 た
北犀学園

優 勝

ソ7卜r一 フ、

7; 学 院 大 樽 商 ノく 東H本 大
北情報大

1回 戦

女 道 女-短 帯 畜 大
樽 商 大
静修女ノ、

へ べ トH

ハ ス ケ ノ ト

ホ ル

男 道 都 た 学 院 人
函 館 大
北情報大

ll・1戦

な' 道 女}り 北lrl妙1
酪農学園
吐臓 女短

2回 戦

ハ レ ーホ ー ル

男 帯 畜 ノく 札 教 大
学 院 ノく
酪農学園

決勝 トtf
ント2回 戦

女' 道 女『矢リ 旭 教 大 北海学園
静修女た

1'iリ ・ ゲ

リ ノ カ 岩 教 大 室i.人
旭 教 大
学 院 大

1回il乾

卓 球
男 道1.ノ 、 北 大

釧1大
学 院 大 /;リ ・ グ

女' 道 女 短 岩 教 大 樽 商 大
北星7'園

」ワ選 リ ・ グ

剣 道 男 函 館 大 道 斗し海旭
樽 商 大
酪農学園 !二選 リ ー グ

弓 道
男 学 院 ノく 北 人 樽 商 人

女 酪農学園
'判:完 人

帯 畜 人

ハ ン ト ホ ・ ル 樽 商 ノく

学 院 ノ、

"1'院 大

道 都 大

道1:大 1i戦

!1:

一一

樽 商 大

一

fi位

一一

総 合
女 道 女 条リ 静 修 知 旭 教 ノ＼ 1:i位

第36回 東医体(夏 季)

総合 で4位 に つ け る

第36回 東 日本医 科学 生総 合体 育 大会(夏 季大 会)は 、

順 天堂 大学 の主管 で7月22口(和 ～8月8[旧)ま で35

校 が参加 し、都 内 を中心 に 各競技 が行 われ まLた,,

本学 か らは男女 あ わせ て 、26種 目 に参加 、 ソ フ ト

テニ ス(女 子)、 卓球(女 子)、 ハ ドミン トン(男

子)、 弓道 がそ れ ぞれ準優 勝 、 ゴル フ(男Dが;i

位 に人賞 し総合 で4位 につけ 、 冬季大 会へ期 待 をつ

な き ました、.、

参加 種 目の成績 は次 の とお りです。(学 生 諜)

順{・"

樋[ 優 勝 準 優 勝 3位 旭 医 大

陸 上 競 技
男 慶 応 弘 前 新 潟

女 宥i潟 東 女 1蜀 協

準 硬 式 野 球 自 治 東 ノ＼ 北 大 4位

テ ニ ス
男 ド1治 順 犬 丁 葉 ベ ス ト8

女 群 馬 千 葉 筑 波

ソ フ トテ.ス

男 イ11州 自 治 丁・ 葉 f選 リー ゲ

女 東 女 旭 医 新 潟 準 優 勝

卓 球
男 新 潟 東 北 イ、、 州 予 選 リー グ

女 信 州 旭 医 山 形 準 優 勝

ハ レー ボ ー ル
男 自 治 {、1州 藪 宙・じ ・'じ 「 4位

X 筑 波 慈 恵 舎 林 予 選 リー グ

ハ ト ミン1ン
男 T・ 葉 旭 医

筑 波
慈 恵 準 優 勝

女 新 潟 東 女 山 形
杏 林

サ ソ カ ・ 川亘 ノく 自 治 叫t海

ハ スケ ノト

ボ ー ル

男 白 治 弘 前 東 北

女 準 マ 順 ノく 秋 田

柔 道 秋 田 札 医
信 州
埼 ぎ r選 リ・ ゲ

剣 道 自 治 lll梨
福 島
昭 和 r選 リ・ グ

弓 道 信 州 旭 医 札 医 準 優 勝

空r道 「 菓 昭 和 H本

水 泳
男 弘 前 筑 波 自 治

女 lll形 川貞 天 秋 田

馬 術 慶 応 日 人 東 大

ハ/ド ポ ー ル 昭 和 骸 市 「
、」・ ・L 秋 田 rl牲 リ・ ゲ

ゴ ル ワ
男 弘yij 壌… 応 旭 医 s位

女 日 た II召 和 Iii協

総 合 自 治 新 潟 fl1州 第4位

{固人'Ji萱 音匹 盲女陽舅'賞 6イザ 森 川 守

7
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生 化学 第二 鈴木 裕

私 は昭和56年 東京工 業 大学博

七過程(生 命化 学専攻)を 修 了

した後 、 ボ ス トンバ イオ メデ ィ

カ ル 研 究 所(兼 ハー バ ー ド大

学)の 研 究 員 と して約4年 半 を

過 ご し、そ の後旭 川医科 大学 に赴任致 しました。米

国 に長居 す るこ とに なるで あろ うと自身 の グラ ン ト

を貰 って研 究 を始 め てお りま したが 、幸 い縁 あ って

金沢徹 教授 の研 究室 にお世話 に な るこ とにな りま し

た。研 究 分野 は違 い ま した が、 イ オ ンを能動 輸 送す

る ポ ンプ蛋白 につ いて優 れ た成 果 が金 沢研究 室 か ら

次々 に発 表 され てい るこ とを以 前 よ り存 じてお りま

した。東 工大 一 ボ ス トン時代 は 、平 滑 筋の収 縮性 蛋

白、特 に ミオ シ ンの構 造 と機能 に関す る研 究 を行 な

って お りました。 そ して ミオ シ ン分 子 の酵素 的 リン

酸 化 お よび脱 リ ン酸化 に伴 って ミオ シ ンの分 子構 造

が大 きく変 化す る こ とを明 らか に し、 また この変 化

に よって平滑 筋 の収縮 ・弛 緩が 制御 される こ とを見

い出 してお りま した。 扱 う蛋 白 こそ異 な り ますが 、

生化 学第 二講座 にお いて も私 は、蛋 白の構 造 と機 能

との関連 をATPを エ ネルギ ー源 とす るイ オ ンポ ン

プにつ いて 明 らかにす る研 究 を行 なっ てお りますU

イオ ンポ ンプは生体 膜 に埋 め込 まれ た膜蛋 自で種 々

の ものが存 在 し ますが 、 これ らは細胞 内外 の イ オン

濃度 を適 切 に維 持 し細 胞が正 常 な機 能 を営 む トで本

質的 な、 従 って生 命の維 持 に必 須 な基 本的 生理 機能

を担 ってい ます 。 これ ら膜 蛋 白が どの ような基 本構

造 を持 ち、 イオ ン輸 送 のた めに その構 造が どの よう

に機 能す るか 、 また輸送 は どの よ うに制御 され る か、

を明 らか にす る こ とは究 め て重 要だ と考 え られ ます。

また最 近 では 、や は りATPを エ ネ ルギー源 とす る

ポ ンプ蛋 白が 、癌細 胞 の抗 癌剤 多剤耐性 や 血液脳 関

門で の毒物排 除 にお い て も本 質的 な役割 を果た して

いる こ とが 明 らか とな って き ま した。 生体膜 ポ ンプ

蛋白 に よるイ オ ン、物 質輸 送 につ いて の興味 は尽 き

ない とこ ろです 。

研 究 、教育 、 その他 多 方面 に亙 り助 教授 としての

責任 は重大 です が、 全力 を尽 くす所 存 でお ります 。

ど うぞ宜 しくお願 い致 し ます。
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一
麻 酔 ・蘇 生 学講座 久保田 宗宏

旭 川医 科大 学麻酔 ・蘇 生学講

座 に勤務 してか ら4ヵ 月 にな り

粛 餐駕 ま した。

、磐警 旭 川は 高校 卒業 まで住 んで お

り、私 の 実家 も昭和54年 まで在

った ので 、札幌 に住 ん でいて も 白分 は旭 川の住 人の

よ うな感覚 が強 くあ りま した。旭 川 に米 るこ とが決

まった と きもす ぐに慣 れるだ ろ うと思 って お りま し

た。 た しか に旭 川 に来 て2週 間 もす ると意識 が しっ

か りあ ると きの 感覚 は旭川 に馴 染 んで しまい ました

が、 しか しまだ 昼寝 か ら日覚 めて意識 が朦 朧 と して

い るよ うな と きには自 分 が どこ に居 るの か判 らな く

な り、 無意識 の感 覚 のほ うは旭 川帰属 を拒 ん でい る

よ うです。

休 日に旭 川の 街 を散 歩す ると、突如 タイ ム スリ ッ

プ した よ うな錯覚 をお こ させ る ものに出 会 う ことが

あ ります。 先 日 もマル カツの階段 で胴 体 が長 く脚が

短 く映 る鏡 を見 た と き、小 学生 の時 おば け鏡 と称 し

てい た この鏡 の前 で級 友 とふ ざけ て遊 んだ時 の記憶

が す ぐに蘇 って きま した。 当時 は平和 通 りと呼 ばれ

た買物 公園 に面 したマ ルカ ッも木造3階 建 くらいの

建 物で 、大 町の私 の家 の前 を走 って いた電気 軌道 の

電 車 で駅 前 まで乗 り級 友 と よ く遊 びに来 た もの です。

また 、井上靖 記念館 の横 に展 示 され てい る電 車 を見

た とき も、今 の四 条駅 か ら東川 まで走 っていた この

篭 車 に乗 り、 まだ動 物 園 もなか った旭 山公園 や 田園

に ポ ツ リとあ った 東神楽 の義経 台 まで遠 足 に行 った

こ とをす ぐ思 い出 しま した。

実 は これ と同様 な感覚 を呼 び起 こす もの を札 幌 で

も見か け ま した。札 幌護 国神社 にあ るiH日 本 軍の歩

哨 の入 る硝 舎 を見 た と き旭川 の護 国神社 か練兵 場 と

呼 ばれ てい た今の 自衛隊 の所 の どち らか に置 いて あ

っ た もの だ とす ぐにわ か りま した。 小学 生の 頃は ま

だ進駐 軍 がい て旧 日本軍 の戦車 の残 骸 や この様 な硝

舎 が無 造作 に放 置 され てお り、子供 の格好 の遊 び場

に なっ てい ま した。私 の 町内 の 了供 達 はk町 、花咲

町、 本町 、川端 町 、春 光 町、石 狩 川 を遊 びの テ リ ト

リーに してお りま したの で、 この硝 舎 は遊 び道a.の

ひ とつで した。

ど うや ら私 の 記憶 に強 く残 って いる旭 川は30数 年

前 の 旧い もの で、 この ため新 しい旭 川 に馴 染 まない

感 覚が 生 じる もの と思 わ れ ます 。 もう少 し時 間 が経

つ と身心 と も現在 の旭 川 に馴 染 ん で、昼寝 か ら覚め

て も見 当識 を失 う ことは な くなる と思 ってお ります。
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泌 尿暴 科学 金子 茂 男

本年3月 に徳 中助教 授 が退官

され たた め、八 竹教授 の御 高配

で4月 に助 教授 に任ぜ られ ま し

た。 当初 は、今 まで通 りや って

いれ ば何 とか なる と、の ん び り

構 えてい ました。 この4ヶ 月余 りの 間、 学内 の委 員

会 、学 会 関連 の仕 事 、医局 の運 営等 、仕事 の 内容が

急速 に変化 し、 それ に適応 す るの に大慌 て してお り

ます。 改 めて責任 の重 さを感 じてお ります 。

さて この紙 面 をお借 りして簡 単 に白己紹 介 させ て

い ただ きます 。私 は 昭和49年 に大阪大学 を卒業 しま

した。泌 尿器 科医 と して の本 格 的な研修 は、卒後2

年の研修 を終 え た3年 ロか ら近 畿大学泌 尿 器科学 教

室で始 ま りました。 当時 、八 竹先 生 は助 教授 と して

活 躍 してお られ 、神経 因性膀胱 をは じめ とす る ウロ

ダイナ ミック スの研 究 に関 して直接 、指 導 して いた

だ きま した。 これ が きっかけ で私 は ウロ ダイナ ミッ

ク スとい う泥沼 の 世界 には ま りこんで しまった ので

す。そ の後、八 竹先 生 は本学へ 赴任 され ま した が、

私 が留学 か ら帰 国後 も泥 沼か らぬ けだせ な いで いる

の を見 かねて(?)、 旭 川へ 来 ないか と声 をか けて

いた だ きま した。 スキ ーは無免 許 なが ら大 好 き、車

は4駆 とい うわけ で1987年6月 にこ ちらに赴任 して

まい りま した。 ところが こちら に もウロ ダイナ ミッ

ク ス沼 に どっぷ りとは ま りこんで い る宮 田先 生が お

られ、 ます ます 深み に は ま りこ んで し まっ たのです 。

そ の後 は片足 を沼 に入れ てい た水永 先生 を深 み に案

内 し、現在 で は もっ と仲 間 を増 やそ うと目論 んで い

る ところです。

趣 味 といえば 身体 を動 かす こ とな ら大抵 好 きなの

です が、理 由が あ って野球 だけ は しない よ うに して

い ます。本学 赴任 早 々は富 良野 スキ ー場の シー ズン

パ スを購 入 し、週 末 には よ く行 った もので したが、

花 咲公 園の乗 馬倶 楽部 を見 つけ て以来 、馬 に狂 い出

し、 最近 で は冬 で もスキー よ り馬 に乗 る時 間の 方が

多 くなって き ま した。

この様 に仕 事 、遊 び とも充分 に楽 しませ てい ただ

いて お ります。 現在 の肩 書 きは 、 まだ まだ 重 く感 じ

ますが 、[々 努 め 、内容 を充実 させ て い くしか あ り

ませ ん。皆 様 の ご指 導、 ご鞭捷 の程 よろ し くお願 い

致 します 。
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一
英 語 山崎 雅 人

英 譜 とど うつ きあ うか。

今 日、英 語 は英 米語圏 の 人々

が 日常 の言 語 と して用 い、 また

文学 な どの言語 文 化 を築 くい し

ずえ となって い ると共 に、国 際

的 な コ ミュニ ケー シ ョンの手段 と して広 く使 わ れて

い ます。 従 って 、英語 を学 ぶH的 は この両 者 に応 じ

た もの が考 え られ ます 。す なわ ち、英 米文 化 との辿

い を通 して 自分の 言語 や 文化 に対す る相対 的 な視点

を養 うこ と(い わゆ る教 養 と しての外 国語 学習)と 、

国際 的 な仕事 を行 うため に意 志 のや りと りをす る手

段 と して身 につけ る こ とで す。 かつ ての大 学で の外

国語教 育 は もっぱ ら前者 に傾 きが ちで、昨 今 「使 え

る英 語」 が大学 改革 の 目玉 にな って いるの は、 そ れ

への 反作用 と言え ます。 こ と本学 で は、将 来英語 を

使 うのは 主 に医 療 や医学研 究 の ため と考 え られ ます

ので 、実用性 をお ろそ かに して はな らない こ とは言

うまで もあ りませ ん。

そ の場合 で も英語 は あ くまで 目的遂行 の ため の手

段 で あ り、大切 な こ とは伝 える内容 で す。 いか に流

暢 に発 音 しよう とも、聞 く側 は言 われ た こ との 中身

でそ の人 とな りを判断 す る もの で 、そ れは母語 の場

合 を考 えて みれ ば明 らか です。 外 国語 とい う と、 ど

の よ うに言 うか(文 法 的 に、 また発 音がIEし いか)

が 問題 に され ます が、 や は り何 を言 うか で勝 負が 決

まる もので 、い かに その人 な りの個性 的 な独 自の 意

見 を表 わせ るか とい う方が 、国 際的 な コ ミュニ ケー

シ ョンでは価値 を持つ ように思 え ます。 その と き、

広 く教養 と して学 ん だ ことが役 に 、isつと思 い ます。

本 当 に使 える英 語が 身 につ くか ど うか は、英 語 で

の や りと りが 求め られ る場 数 を どれ だけ踏 む かに よ

ります、、つ ま り、 白分 の仕事 な り生活 な りで、必 要

に迫 られて 「現 場 で」学 ん だ こ とこそが真 に身 につ

く実践 的 な英語 と言 えるで しょ う。 た とえば、外 同

生活 や国際 会議 な ど ど うして も英 語で 話 さなけ れば

な らない とい う場 合で 、冷や 汗 をかい て学 ぶ と ころ

か らが本 当の勉 強 とい うもの だ と思 い ます。

わ た くし自身 も、 こ うした道程 をほ んの一 二 歩踏

み出 した にす ぎ ませ んが 、本学 の学 生諸 君が さ まざ

まな場 面で苦 労 しなが ら も、 英語 との 関わ りを模 索

して行 く一助 にな るこ とがで きれ ば、 と願 って お り

ます。



外 国 人 留 生 交 流 会 が

カナディアンワールドで実施される

7月21}i水 レ↑く学 ∵ぐ学 ぶ タト国 入 留 学ソ⊥二とk旨 」尊 享受こ11
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開 設 さ れ る

イ≦学 に 医 学!P野 で は 道 内 で 初 め て の 寄 付 講 座 か6
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第9回 『立楽の夕べ』が行われる

9月tHlt〆i千 憂5日 寺 よ り イミ ・f苓'育負官に お し・て 第

9岡9等 ・楽 の 夕 べ 」 か 実 施 さ れ ま1.た1,

れ は 、本"γ:の 盲'楽 系[寸if恭 σ)フ ㌦ラ ス ア ン サ ン 『ズ ル 、

キ』タ ー 剖1、 合 唱1'ill、室 内 合 奏 卜1'i.ジ ャ ズII汁'先 会 に よ る

合 同 コ ン サ ー トで 会 場・に は 入r,:患 名'な ど 約100人 の

貝恋 冴之/l'人.土易・[な ∫言IPをi曹 し 糸冬 ゴLまLた げ}∫ソLI1果)

開学20周年記念行事について

イ瓦学冨よ、 日一,不1118年g1」29目1二 、i二と伊11.さオL-⊂.∫ソ、オそ ・ 今、

年 で2(一}年 を 迎 え る 、=.}二に な り まi一 た.1

こ オしま 』ξ!トこ学1よ 、 」旦民 グ,ノくき な 其月f芋rわIII、1'%J{系 各・

位 の 御 支 援1川6右 力 に よ り 、16(.}0余 名 の 卒 業 生6・ 社 会

に 輩 出3る な ど 、 医 学 医 療 の 中1・区的 役 割 を 担 う 医 科

人 学}二 「一て 発 展 充 実Lて き て お り ます

=こ1二 、2〔1周 年Lし い)1'.0目 を 銘旦/と る1二 、も7㌧ り 、 ・=

れ ま で うミー.,た∫己協トをfir,ミリ1区 り 、 舛:'1}二:rノ)∫li!危江をICIし ・遥ニ

ー二1.;1寺 オtを 身〔望L、 旭 月H欠 不千ノ、つたカ・さ ら1二 月を旋¥『iる

一畳ノJ千幾 ヒ3ノ む!二 ～～)
、ドロ己Lj己,念=そ∫寸{を'ロ1『1曲iL(オ;り ま 『i

牛寺1'、6Ll∫ 念≧　ノ オ ・・フ ノ、1ニゾノし、『ぐlt、 ノL)11と ㌧乏う 」也bk

に 密 接 に 関 連 の あ る 興 味 深 い7ー マ て 『llの て 、 ふ る

、て 御 参1川 く た};い 〔庶 務 課)

記
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平成5年 度 後期分授業料免除
及び延納・分納について

「F成5年 度 後 期 分 授 業 料 免 除 及 び 延 納 ・分 納 を 希

望 弓 る 者 で 、1・'「,己基 準 の い ず れ カ・に 該 当 す る と思 わ

れ る 者 は 、 学 生 課 厚 生 係 で 必 要 書 類 を受 け 取 り、 平

成5年9月 且ll(水)-9川22ll(水)ま で に 申 請

「,て くだ さいu

な お 、 申 川,'に つ い て は 、選 疹 の 間 授 業 料 の 納 人

を 猶 」なLま ヨu

ま た 、 不 明 な 点 は 、1司 係 に問 い 合 わ せ 原日い ます 、

記

1.授 業 料 免 除 基 準

〔D経 済 的 理 山 に よ'・C授 業 料 の 納 付 が 困 難 であ

り、 か つ 、 学 業優 秀 で あ る と認 め られ る 場 合

な お 、'r成5年 度 に お い て 原 級 に留 置 さ れ て

い る 者 又 は 、 最 短 修 業 年 限 を越 え て 在 学 し て い

る 者 は 、免 除 の 対 象 とLな い(休 学 の 理 山 に よ

る 者 は 除 くu)

IL1授 業 料 納 期 前6月 以 内(新 入 牛 に つ い て は 、

入'学布丁1イ「↓リ、内 〕 に お い て'3をノ1モの'テ:資 をi三 とL

て 負 担 し て い る 者(以 ド 「学 資 負 担 者 」 と い

う_)カ;yヒ 亡L、 又;よ 本 人 ネヤし く1よ学 」貸 負#H者

が 風 水 害 等 の 災 害 を受 け た こ と に よ り、 授 業 料

の 納 付 が 著Lく 困 難 で あ る と認 め ら れ る場 合

(3)(2)に 準 ず る場 含 で あ っ て 、学 長 が 相 当 と認 め

る事 由 か あ る場in

2.申 請 書 類

川 授 業 料 免 除 中 請 書

(2)学 資 負 担 者が 死 亡Lた 場 合 は 死 亡 診 断 書

(3)災 害 を受 け た 場 合 は櫃 災 証 明 書(市 区 町 村 、

警 察 、 消 防 署 が 発 行 した もの..)

伽Ilル く町 村 発 行 の 所 得 証 明 書(給 う・所 得 者 に つ

い て は 、 辱i仁成4年 分 の 源 泉 徴 収 票 を 、 給 与所 得

者以 外 に つ い'Cは 、'ド 成4年 分 の 確 定 申 告 書

(・lrli・.lllD等(/)写[一.(生Ill'を ・に す る 家 族

/こ員分)を
、 ま た 、学 資 負担 者 が 死 亡Lた 場 合

は 、 ウヒ1'.前 の 所 得"li明F,を 併 せ て 添 付 す る こ

と、,)

(5)失 業 蓄は 、 民 生 員 又 は 職 業安 定 所 の 証 明 書

((i)生 命保 険 の 支叔、い を受 け た 場 合 は 、,,,{r.保 険

会 社 の 保 険 金 支払 証 明 書

〔71家 族 の 中 に 就 学 者が い る場 合 は 、 そ の 者(申

請 者 本 人 及 ひ 義 務 教 育 の 就 学 者 は 除 く,)の 在

学 証 明 井

IH)自 動 中.保 イ∫に 関 す る 申 、Z出:

19)そ の 他 家 庭 事情 に よ り参 考 と な る証 明 占 等

平成5年 度 日本育英会
奨学生の募集について

日本育 英会 は、優 秀な学4・で経 済 的埋 由の ため就

学 困難 な者 に学 資 を貸 与Lて お り ます り

本学 で は、 日本 育 英会か らの推 薦依 頼 に基づ き、

出願者 の種 々の条件 を考 慮Lて 選考 を行 い、 目奉育

英 会へ推薦1.ま す.

たた し.1体 育 英会では奨 学 金貸IJ・の種 別 ご とに

推 薦 基準 が定 め られて お り、そ の資格 が あっ て も採

用 枠 の関係 で推 薦 で きない場 合 があ ります 。

奨学 生 の募 集要項 を、9月1Hよ り公用掲 示 板 に

掲 小 して お りま噂 ので 、貸 与 を希望す る者 は べ提 出

期 限 に遅 れな い よ う所定 の書 類 を学生 課厚生 係 に提

出 し'ぐくだ さい、,

なお、 募集 の時 期 以外 に家 計 の急変 に よ り、学資

の 支弁 に困 難 な事情 が生 じた場 合は、 同係 に相 談 し

て くだ さし㌦,

学生教育研究災害傷嘗保険の加入について

本学 は 、学 生 のIE課 中 ・課 外 活 動 中 に お け る 災 害

事 故 補 償 の た め に 「学 生 教 育 研 究 災 害 傷 害 保 険 」 の

賛 助 会 員 大学 と な り、 ド記 の とお り加 人受 イ・1務 等

を 行 っ て い ます,

・ド保 険 は 、 学r#.の1"助 共済 を 基 本 とLて 運 営 きれ

て お り、 学 牛 牛 活 中 の 万 一の 場 合 に 備 え 、 全 員 の 加

人 を勧 め て い ます 、、

ま だ加 人 し て い な い 学 生 、保 険 期 間 の 切 れ て い る

学 生 は 、 で き る だ け加 入 す る よ う に し て く だ さ い 、,

記

1.受 付 期 間 自 平 成5年10月1日(金)

4≦'ド 成5イ ト10月29[(金>

2.受 付 窓 ロ 教 務 部 学 生 課 厚1ヒ 係

3.保 険 料6年 間3.400円5年 間2.95〔}円

4年 間2,9riO円3年 間1.900円

2年 間1,300円1年 間75〔 〕円

4.支 払 い 保 険 金 の 種 類 と金 額

区分

樋 類

正 課 中

学 校 行 寸1中

学 校 施設 内 の休 憩IP学

校 施 設内 外 の課 外 活 重力

巾 〔学 校 施 設外 の 課 外

活 動 に つ い て1→.、大学

に届 出た活 動に限 る,}

死L-保 険 念こ 1、2〔.x.)ノ∫円 6で)0乃'「1]

Ifih傷 害保 険召こ }動 円 ・L9〔loわ 円 27ノ ∫円 一・f)00/J『 円

医 療保 険 金

実 治 ・療目 数4

日 以 卜.かkf象

6τ1リ ー・3〔〕ノ川

実 治 療Il数 川 け り、L

力対 象

:i乃Ill-31)々 円

人院 加算 金 111:'つ}川 岬 】 1ロ に 一『.)き4.oo研ll

「ビ デ オJの 貸 出 し に つ い て

エ イ ズ関 係 ビデ オ 及 び 海 外 向 け 北 海 道 紹 介 ビデ オ

の 貸L聞.を 行 い ます の で 、 希 望 者 は 学 生 課 厚 生 係

へrllし 出 て くだ さい 1「

◎ エ イ ズ ・HiV感 染 症(VllS)1巻

国1/.大 学 保1t1'fi'"理施 設 協 議 会.[イ/特 別 委 員 会編

◎ エ イ ズ と と もに(VIIs)1巻

国 、乞大 学 保 健 管 理 施 設 協 議 会 」 イ/特 別 委 員 会編

◎ 海 外 向 け 北 海 道 昭 介 広 報 ビデ オ(VHs)

英 請 版1巻 ・中 国 請 版1巻

.1ヒギ毎i直帝徐務 剖～矢口事 室L量こ幸艮口果編
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課 外 活 動 短 信
令 医 体 準硬 式野 球

〃 弓 道

〃 個 八

弓 道 敢 闘 賞
5付:

身寸才支f憂秀賞

1灘

,.
・
慈

融

優

3

勝
位

3年 野 崎 大 司

6年 森川 守

6年 森川 守

磁 辱 ・ み

今 年 は 、 地 区 体 と 全 医 体 で 優 勝 す る こ と が で き よ

した,、 来年 も、 今 年 以Lの 成 績 が残 せ る よ う が ん ば

りた い と思 い ま す 。 野 球 部 に 、 御X援 、 御 協 力 ドさ

い ま した 皆 様 、k変 あ りが と う ご ざ い ま し た 、,

(準 硬 式 野 球 部 主 将 高 宮 央)

教 官 の 異 動

辞 職

〃

〃

〃

〃

昇 任

〃

〃

5.6.10

5.fi.30

5.7.11

5.7.15

5.8.31

).).1

5.8.1

〃

〃5 .9.1

第1内 科

放射線医学

第 「 外 科

整形外科学

耳鼻1咽喉科

泌 尿 器 科・

精 神 医 学

第 二 内 科

放射線医学

講 師

助教授

講 師

助教授

講 師

〃

授

師

授

教助

講

教

4火lll建 り己

菊池 雄 三

草野 満 夫

原 田r旦 ボ雄

金谷 健 史

宮 田 昌 仲

下・葉 茂

田中 廣 壽

油野 民 雄

次 弓'より1か ぐらおか」 の ス タ イルがA4判 に な り

ま噛弓 、

これは 文書 のA判 化 とい う社 会の流 れ に合 わせ た も

の で 、紙 面 が広 くな る分、 文字 の 大 きさや 聞隔等 を考

慮 した余裕 の ある紙面 に な ります。

襯襯襯襯襯嶽楽霧楽襯襯襯嶽楽襯襯襯嶽羅慰襯襯燃 燃 襯襯襯襯襯襯襯襯襯襯

学 会の折 、ア ム ステル ダム にて

大 学 に 務 め て い る と、 学 会 に 出 席 す る機 会 が 大 変

多 い 、,安給 料 な の で 、 せ め て 学 会 出 張 の時 間 だ け で

も と思 う も の の 、 結 構 物 要 りで 年 中 火 の 車で あ る 。

発 表 の 為 の ス ラ イ ドや 原 稿 な ど を 出 発 前 夜 ま で か

カ・っ てfll∫と か イ乍 りあ1デ 、寝 イくヌ止σ)彦貞でJIB$i機 に 乗 『一,

てLま え ば 出 来 あ が り,楽 しみ 方 は 【人i'色 、私 の

場 合 は そ の 穏 也の 観 光 、特 に 高 い 所 、 お 城 、 動 物 園

を中 心 とLた 徹 底 的 な お昇 り さ んxタ イ ル、、

今 年 は7月 に ア ム スへ 行 く機 会 が あ っ た_二 こ は

い つ も通 過 地 点 で ゆ'・ く りLた 事 が な か'っ た が 、 正

味5日 間 の う ち 、丸 ・日 を 市 内 観 光 に あ て る 海 面

よ り低 い 国 な の で ボ ー トで の 運 河 巡 り と な る,ひ と

通 り廻 っ た あ と 、 か の 有 名 な飾 り窓 の 家 の 探 訪 を試

み る ガ イ ドブ ッ ク通 り進 む か 、 世 界 中 の 観 光 客 が 、

そ カ も ゴ・供 連 れ で ぞ ろ ぞ ろ歩 い て い る 様 な 所 に 、 そ

ん な 神 秘 の 館 が あ る の だ ろ うか.そ の街 の 人 り 日 は

ソ フ トな ピ ン キー 風 、 す ぐ に ハ ー ドボ イ ル ドー 色 と

な る,な る 程 これ が と思 い な が ら進 む が 目指 す もの

は ・向 に 見 当 ら な い 、 キ ョ ロキ ョ ロLて い る と一 瞬

妖 艶 な微 笑 み が 建 物 の 奥 の暗 が り に 見 え た様 な 気 が

Lて 、 そ の ま ま後 戻 り し て 目 を凝 ら す と 、 な る稚 あ

っ た と云 お うか 、 居 た と 云 お う か … 。 そ れ に し

て も真 っ昼 間 に 」先供 連 れ が 行 き 交 う所 で … 、 も

っ と神 秘 的 で あ る 事 を 想 像 し て い た の だ け れ ど1、そ

の 小 路 を出 る と何 と11宮 が す ぐそ ば に あ る で は な い

か,う 一 ん 、 参 っ た、

参 っ た 事 が も う ひ とつ 。 旭 川 で 云 え ば 市 役 所 の そ

ば の賑 や か な 通 り に あ る レ ン ブ フ ン トハ ウ ス を 見物

し て 外 に 出 た 時 の 「江 、高 校 生 位 の 臼 」1、達 が 申座 に な

'.)て 道 路 に 座 り込 ん で い る の が11に 人',た 、、ふ とiv

る と、 何 と注 射 器 で 腕 に 薬 を 廻L打 ち して い る で は

な い か 、 誰 も 何 と も11を 気 に して い る 様 ゴ・は な い.,

聞 け ば ス イ スの 他 に こ こ も公 認 だ とか リr,,.い物 に は

'ノタ を3る 事 を 美 徳 とLて きた 大 和 民 族 に は 余 りに

も 強 烈 過 ぎ て … 、 自由 主 義 、 個 人 髭義 は 何 と恐

ろ しい 代 償 を.y.:求す る の だ ろ う か1、我 々 は 果 たLて

上 手 に避 け て 通 れ る だ ろ う か,

学 会 は くr楽Lい,こ の 次 に は 山 の 神 も とい つ も

思 うの だ が 、 恭 だ に実 現Lな い1.こ の 次 は … 、,

(外 科 学 第 講 座 助 教 授)
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